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2013年10月25日(金) 
びわ湖環境ビジネスメッセ 
   「環境性能で勝つ！」 

環境性能の見える化の将来 
－定量的な環境情報開示 タイプⅢ環境ラベルｰ 
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・産官学のプラットフォームと
して、LCA／カーボンフットプ
リントを研究・調査・普及する
フォーラムを運営しています。 

JEMAI LCA事業推進センターの業務概要 
【概要】 
設立： 1962年 
職員数：125名 
事業所：東京（本部）、札幌、仙台、名古屋 
    大阪、広島、高松、福岡 

 1962年に設立以来、公害問題、化学物質管理、地球環境問題に
至る産業由来の環境問題に対して、各種評価、技術開発、調査等を
行って現在に至っております。最近では、我が国における環境マネ
ジメントシステム、ISO14000関連規格の導入、普及に関して中心
的な役割を果たしてきております。 

 
・カーボンフットプリント／エコリーフプ
ログラムを通じ、製品の環境負荷の算定・
表示をする制度を運営しています。 

「見える化」プログラムの運営 

JAMP(化学物質
管理の共通イン
フラの構築）等 

EMS審査員の
評価、登録及び
管理等 

国家試験（公害
防止管理者）試
験の運営等 

フォーラム運営 
ＬＣＡ（ライフサイクルアセスメント）関係の活動 

・ＬＣＡ研修会の開催、企業・業界団体への
コンサルティング、LCA報告の第三者レ
ビューなどをしています。 
（例：トヨタ自動車様、日産自動車様） 

・日本LCA学会と協力し、LCAエキス
パート検定試験を運営しています。 

人材養成・企業支援 

試験・登録 

・専門家派遣、研修生受け入れ 
・国際規格国内審議委員会 
・専門書籍の出版 

国際協力・標準化 

「見える化」ツールの開発 

・LCAソフトMiLCAと、そ
れに搭載するLCAデータ
ベースを開発。現在、日本で
最も利用されているツールと
なっています。 

EMS 

LCA 公害防止 

主な 
事業領域 

化学物質 
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ＩＰＣＣ*:５次報告書／ 止まらぬ温暖化 

出典：朝日新聞 2013年09月28日 

○世界各地で頻発する干ばつや猛暑、洪水、豪雨などが温暖化に起因 

温暖化の科学的根拠をテーマとする 
 第１作業部会の報告書 
  （１９５カ国が参加）９月２７日公表 

*Intergovermental Panel on Climate Change 

○作業部会のトーマス・ストッカー共同議長 
  「温暖化を抑えるためには温室効果ガスの実質的な削減が必要」 

第4次（2007年） 第5次 

過去の気温上昇 0.74度(1906～2005年) 0.85度(1880～2010年) 

今世 
紀末 

気温上昇予測 1.1～6.4度 0.3～4.8度 

海面水位の上昇予測 18～59センチ 26～82センチ 

温暖化は人間活動の結果か 
  どうか 

可能性が非常に高い 
    (90%以上) 

可能性が極めて高い 
   (95%以上) 

報告書本体の頁数 約1000頁 約2000頁 

3 
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地球環境問題の本質 

◆ 地球的規模の環境問題     （生物多様性、地球温暖化） 

◆ アジア地域規模の環境問題  （廃棄物・リサイクル、酸性雨・黄砂、公害等） 

◆ 日本の環境問題 

世界人口の急増 途上国等の高い経済成長 

エネルギー・天然資源等の需
要の増加 

農地、工業用地、商業地等の開発、都市化の進展 経済活動のグローバル化 

食糧・水等の需要の増加 事   象 

エネルギー・天然資源等の逼迫 食糧、水資源の逼迫 

環境負荷の増大 

4 
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地球環境に対して産業界の取るべきアクション 

■1987 国連「環境と開発特別委員会（委員長：ブルントラント ノルウェー首相） 
   Report: “Our Common Future（邦題：われら共有の未来）”にて「持続可能な発 
   展」を提案 
     １． 生態系の臨界容量の枠内で生きるということ 
     ２． 社会的、経済的、エコロジカルなゴールをバランスさせる 
 「生態系の維持能力の中で生活しながら、人類の生活の質を改善すること」 

■エコデザインによる製品開発  → エコプロダクツ 
   ・環境効率、資源生産性の向上 

■環境マネジメントシステムに則った継続的環境改善 

産業界のとるべきアクション 

エンドオブパイプの対応から環境保全・汚染防止（源流）対応へ 

5 
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エコデザインによる製品開発 

■環境配慮設計（DfE：Design for Environment)の 目的   
  ・持続可能な発展を念頭にし、企業が環境にもたらしている影響を低減し、 
   最終的には社会から求められる企業の責任をはたすことに資する。 

■定義   
  ・製品のライフサイクル全体にわたっての環境側面を組み込んだ製品設計と 
   製品開発の考え方や戦略をいう。 

ＬＣＡ（ライフサイクルアセスメント）の実施 →情報開示に活用 

環境影響を定量的に評価 → 環境ラベル 

素材 生産 流通 使用 
回収 

分解 
適正 

処理 

再使用・再利用 

  環境負荷・地球や生態系への環境影響 
(大気/水域/固体廃棄物,CO2,ダイオキシン,Sox,Nox,リン窒素等）   

資源等の投入 

ライフサイクル 

6 
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環境ラベル 
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環境ラベル 

製品の評価（一選択）指標 

環境ラベル 

タイプⅠ（ISO14024） タイプⅡ（ISO14021） タイプⅢ（ISO14025） 

基準合格の証明 企業の環境自己主張 製品環境情報の定量的開示 

性能 + 価格 + + + 機能 デザイン 環境情報 + ・・・・・ 

利用者側（一般消費者、企業の購買担当者） 

第３者認証機関 
（基準合否の判定） 

第３者検証機関 
（データの検証） 

提供側（企業） 

どの製品が     良いか? 
製品の 

どこが     良いか? 

環境負荷は     どの程度か? 

エコマーク 
（日本） 

ブルーエンジェル 
（ドイツ） 

キヤノン 
（日本） 

ＥＰＤプログラム 
（スウェーデン） 

エコリーフ 
（日本） 

日立 
（日本） 

カーボン 
フットプリント 
（日本） 

8 
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JEMAI環境ラベル【エコリーフとCFP】の関係（イメージ図） 

１．信頼性・透明性・公平性を確保した定量的環境情報の「見える化」（算定） 

２．事業者と消費者の間でＣＯ２排出量削減行動に関する「気づき」を共用 

３．消費者がより低炭素な消費生活への自ら変革し環境負荷を低減 

環境情報公開領域 

エコリーフ 
 

 

CFP   

・多様な環境影響領域 

・地球温暖化指標 

9 
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産業環境管理協会が提供する環境ラベル 

カーボンフットプリント エコリーフ 

目的 事業者とお客様の間でエネルギー・化学物質使用量や廃棄物発生量
等の削減行動に関する「気づき」を共有する。 

対象とする環境領域 温室効果ガス(CO2) 
  排出量のみ 

多様な環境領域（エネルギー消費・資
源消費・環境負荷（CO2・SO2等） 

特徴 ＰＣＲ＊ ○ ○ 

原単位 複数 
（基本と利用可能データ） 

１種類 
（共通原単位のみ） 

検
証 

個別 書面検証 対面検証 

システム 外部機関に申請 事務局に申請 

登録費用 企業単位（売上高リンク） 製品単位・製品分類単位 

国際規格 ＩＳＯ/ＴＳ１４０６７ ＩＳＯ１４０２５ 

10 
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Product category rule:製品カテゴリールールとは 

カーボンフットプリントの、製品の分類ごとに定められた計算ルール 

工業会や企業等により策定され、様々な人の意見を受け、専門家のチェックを 
受けて、認定・公開されています。 

対象製品・サービスを決める。 

製品・サービスの種類（例：画像入出力機器、ユニホーム） 

各ライフサイクルステージを設定する。 
ライフサイクルを考える範囲や計算・データ収集方法を設定、 
データ収集困難な場合の考え方をシナリオとして設定する。 

表示内容を決める。 
環境に関して考慮している事項や計算した結果の注意事項 など 

●計算ルール 

11 



Copyright(C)2013 JEMAI All Rights Reserved 

JEMAI環境ラベル拡大のイメージ 

エコリーフ 

2002～ 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018      

環境フットプリント(EU) 試行事業 
実施を検討 

試行事業 

運営 
一体化 

評価する環境領域 

(複数) 

(単一) 

ルール 
一体化 

データ
ベース 
一体化
/追加 

一体プログラムで 
複数の環境領域
への対応可能 

(年) 

・現状の課題抽出 
  有効性 
  比較可能性 
  (不確定性との兼合い) 

民間 
事業 

12 
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活動量 
XX  kg 

× 原単位
YY  kg-CO2e/kg 

＝ 

CO2 

CO2排出量 
ZZ  kg-CO2e 

( ) 合計 

素材使用量 (kg) 

組立て個数 (個) 

生産時電力消費量 

(kWh) 

輸送質量・距離 (t・km) 

使用時電力消費量 

(kWh) 

埋立質量 (kg) 

リサイクル質量 (kg) 

素材1kg当たりの生産時のCO2排出原単位 

製品1個当たりの組立て時のCO2排出原単位 

電力1kWh当たりのCO2排出原単位 

商品の輸送量1tkm当たりのCO2排出原単位 

電力1kWh当たりのCO2排出原単位 

1kg埋立時のCO2排出原単位 

1kgリサイクル準備時のCO2排出原単位 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

原材料調達 

生産 

流通 

使用・維持管理 

廃棄・ 

リサイクル 

段階 

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
の
排
出
量
合
計 

原単位の例 活動量の例 

環境負荷計算の基本（CO２排出量の例） 

13 
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ＣＦＰとは 
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2013年10月11日現在 

◇CFP-PCR認定数          84件 
◇CFP宣言認定製品累計数  737件  （現在公開数627件） 

◇CFP登録公開企業累計数  134社 

＜主な参加企業＞  
■食品分野    日本ハム㈱、井村屋㈱、イオン㈱、 
                       ㈱でん六等 

■生活用品     日本生活協同組合連合会 
■衣料品分野   ㈱チクマ、㈱アシックス 
■オフィス関連   コクヨ㈱、イトーキ 
■印刷関係     大日本印刷㈱、凸版印刷㈱ 
■電機・電子分野 ㈱日立製作所、日本ユニシス㈱ 
            キヤノン㈱、サムスン電子 

CFPプログラムの登録公開状況 

食品関連 
19% 

生活用品 
29% 

衣料品関連 
13% 

オフィス関連 
10% 

エネルギー使

用製品 
5% 

印刷関連 
12% 

土木・建築関

連7% 

その他産業用 
5% 

サービス 
0% 

15 
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カーボンフットプリントのＷｅｂ表示例 

カーボンフットプリント登録情報 

16 
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カーボンフットプリント製品例 

日本ハム 森の薫りｼﾘｰｽﾞ 

サムスン電子  
Galaxy Note Ⅱ 

日立製作所  
ストレージ 

生活協同組合連合会 ラップ 

井村屋 BOXあずきバー 

リスパック クリーンカップガード 

でん六 ポリッピーしお味 

17 
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エコリーフとは 
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エコリーフ登録公開状況 
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EPおよびIJプリン
タ  

23% 

ファクシミリ 
12% 

パーソナルコン
ピュータ及びパソ
コン専用ディスプ

レイ 
10% 

 
乾式間接静電式 
複写機  

7% 
データプロジェク

タ  
6% 

デジタルカメラ  
5% 

固定電話機 
4% 

ネットワークカメ
ラ 
4% 

飲料および 
たばこ自動販売

機  
3% 

飲料および 
食品用金属缶 

3% 

その他 
23% 

2013年10月10日現在 

◇ＰＣＲ制定公開数                 81件（現在公開数77件） 

◇ラベル公開累計数          1,227件 
                                   （内海外輸出製品59件,  現在公開数 460件） 

◇公開企業累計数                  73社 

＜主な参加企業＞  
■印刷複合機関係 ㈱PFU、㈱リコー 
  キヤノン㈱、コニカミノルタ㈱ 
  セイコーエプソン㈱、ブラザー工業㈱ 
  京セラドキュメントソリューションズ㈱ 
  富士ゼロックス㈱、理想科学工業㈱   
■電機・電子分野 ㈱東芝 
  NECビッグローブ㈱、富士電機㈱ 
  パナソニック システムネットワークス㈱ 
  愛知時計電機㈱、三菱電機㈱、富士通㈱ 
  矢崎エナジーシステム㈱ など 
■食品分野   日本ハム 
■衣料品分野  チクマ 

印刷複合機等52% 

19 
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製品やLCA計算結果の要約 

 （製品仕様・写真、ＣＯ２排出量等） 

 

エコリーフの公開例 

LCA計算結果の詳細データ 

・インベントリ分析（原油、ＣＯ２ 等） 

・インパクト評価 （温暖化、酸性化 等） 

ＬＣＡ計算の入力データ 

ステージごとの、物質・エネルギの出
入り （鉄、電力 等） 

①製品環境情報 ②製品環境情報開示シート ③製品データシート 

20 
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エコリーフでの表示内容例（パソコン） 

21 
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エコリーフ製品例 

自動販売機 
 富士電機（株） 
    

包装材  
富士特殊紙業㈱      

マネキン 平和マネキン㈱ 

東芝産業機器製造㈱ 

ユニフォーム 
株式会社チクマ 

22 

TE形ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀカタログ 
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他制度との連携 
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グリーン購入プレミアム基準 
• 「誰もが達成して当たり前の基準」ではなく「胸を張れる基準」の対象に

なっていることをアピール。 

• 調達条件（加点項目など）に盛り込んでもらうことで、他社との差別化が
図れる 

グリーン購入法 
「プレミアム基準策定ガイドライン」より抜粋 
     OA機器の例 

http://www.env.go.jp/policy/hozen/green/g-law/archive/pre/guideline.pdf 

Copyright(C)  2013 JEMAI All Rights Reserved 
24 
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「CFPを活用したカーボンオフセット」制度試行事業概要 
             2013年7月23日 エコリーフ/CFP合同情報交換会 経済産業省資料より抜粋  

 http://eco-jemai.sakura.ne.jp/upload/topics/file/dataobj-1420-datafile.pdf 25 
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「見える化」制度連携活性化事業費補助金について 

「製品を購入すると売上の一部が環境保護活動に活用される」ことや「ラベルを集めると、地域社会に 
貢献できる」といった、より販売推進につながる制度です。 

製品サービスを通じたエコの取組みを見える化、深める３ステップ 

【CFP】CO2排出総量を算定する ＣＦＰマーク 

企業等がカーボンフットプリント（以下「ＣＦＰ」という。）を用いて「見える化」された 
自らの製品のライフサイクルでの温室効果ガス排出量を認識し、主体的に排出量の削減努力を行う 

【オフセット】排出したCO2をゼロにする 
自らの製品のライフサイクルでの温室効果ガス排出量にて削減が困難な排出量について、クレジットを
購入し、その排出量の全部を埋め合わせることをいいます。この制度の専用のラベル(どんぐりマーク)
を用いることで、企業等は、消費者に対し自社の環境配慮の取組をより分かりやすくアピールできます。
また消費者にとっては、差異化された環境配慮製品が選びやすくなるとともに、温暖化対策を自分ごと
として捉えることができます。 

どんぐりマーク 

【どんぐりポイント】買って集めて支援する 

本事業では、ＣＦＰを活用したカーボン・オフセット製品（以下「対象製品」という。）の流通促進を行うため、対象
製品のマーク集票を通して消費者の購買行動に繋がるスキームの運営を行う事業者に対し補助を行います。
このように対象製品の普及促進やクレジットの需要を喚起することで、自律的な低炭素製品の普及拡大や関
係事業者の省エネ・低炭素化等が実施されるスキームの構築を目指します。 

どんぐりポイントラベル 
    （新設） 

ポイント協賛事業者、取集コミュニティ大募集 

（平成25年度経済産業省補助事業） 

26 
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CFPオフセットポイント推進委員会について 

今年度は、「見える化」を促進するために、「見える化」制度連携活性化事業費補助金が公募さ
れ、(株)インテージリサーチ、一般社団法人産業環境管理協会、(株)アサツーディ・ケイ、(株)文
化放送開発センター4社によるコンソーシアムの提案が採択されました。本事業はこの4社によっ
て運営されます。 

事務局は、以下のような企業と団体で構成されてます。 

全体の統括・運営 

(株)インテージリサーチ 

制度の運営管理 

(一社)産業環境管理協会 

普及・広報宣伝 

(株)アサツーディ・ケイ 

(株)文化放送開発センター 

27 
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どんぐりポイント事業の概要 

協賛事業者 
（メーカー：食品・文具等） 

どんぐりポイントコミュ二ティ 
商店街 
環境団体、NPO団体等 
学校のPTA 
ロータリークラブ 

集票・集計、 データ分析 
システム運用、商品の手配 

ポイント申請数報告 

店舗 

消費者 
対象製品を選択・購入 

交換商品 
提供事業者 

どんぐりポイント 
サポーター 

CFP取得、クレジット購入 
販売製品にラベル貼付 

交換商品・サービスの送付 

商品代金の支払い 

どんぐりポイントラベル送付 
  （ポイント申請） 

ポイント原資拠出 

商品交換申請 

28 

どんぐりポイント 
寄付団体 

協賛事業者が発行したポイントを「どんぐりポイントコミュニティ」が収集し事務局に送付すること
で、環境に配慮した交換商品や環境活動への寄付に使えます。 

委員会 
（事務局） 

28 
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◆CFP取得にかかる費用 
  CFPの登録・公開申請費用は負担していただきます。 
  （製品の売り上げ規模に応じて年間10,500円～1,050,000円） 
    但し、PCRの策定・認定やCFPの算出・検証にかかる費用は、補助事業期間中は無料で
す。 
       （通常100万円～200万円かかる費用が無料になります。） 
 

◆クレジットの購入にかかる費用 
  CO2クレジットの購入にかかる費用は負担していただきます。（トンあたり1,000円等） 
    但し、CO2クレジットの購入手続きなどにかかる費用は、無料です。 
  （経済産業省委託事業「J-クレジット等の大口向けマッチングスキーム構築・運営等事業」 
    及び「J-クレジット等の地産地消における活用推進事業」を活用した場合） 
   

◆ポイント原資とシステム利用料 
  コミュニティが収集したポイントの費用と、それと同額のシステム利用料が負担となります。 
    但し、ポイント原資は必要ですが、収集されたポイント費用については最大で２／３の 
        補助が受けられます。 
 

◆その他の補助 
  ポイントのシール代などが補助金により無料となります。 
 
＊なお、貴社の製品が全体でどのくらいの費用がかかり、どのくらいの節約になるかにつきましては、別途、 
 個別に算出させていただきます。 

補助金による費用面のメリット（どんぐりポイント事業にかかる費用） 

29 
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広告 発表・イベント ラジオ放送 

11
月 

12
～
２
月 

３
月 

経済産業省・コンソーシアム共同記者会見 

■エコプロダクツ2013出展（東京・12月）  ■日経エコロジー1月号 

■リビング新聞（重点地域） 

■ＹＯＭＩＵＲＩ ＯＮＬＩＮＥ 

■日本教育新聞 

企業向け成果発表会 
■日経エコロジー4月号 

■読売新聞 全15段 

■ＹＯＭＩＵＲＩ ＯＮＬＩＮＥ 

■エコ・エシカル出展（札幌・2月） 

■カーボンオフセットＥＸＰＯ出展（東京・2月） 

■小学校向けパンフ配布 

■ラジオでの告知番組 
 （文化放送） 
 11月～12月 １０分枠／週 

■「東京スカイツリー ソラマチ広場」への出展  

■高校生向けエコ情報誌配布（11月～） 

【2013年度】 

協賛企業 ４つの特典（2013年度） 
 ①ラジオ番組での企業名・製品名の紹介 
     （文化放送など３地域） 
 ②読売新聞／日経エコロジーの純広枠での 
   企業名・製品掲出 
 ③日本教育新聞の純広枠での企業名記載 
 ④ＹＯＭＩＵＲＩ ＯＮＬＩＮＥのキャンペーンサイトでの 
   企業名・製品掲出 

←どんぐりポイ

ント協賛社名・
製品名・製品
写真が掲載さ
れます。 

読売新聞／日経エコロジー（掲出広告イメージ） 

※高校生向けＰＲブース設置 

■ラジオでの告知番組 
 （文化放送など３地域） 
 1月～3月 １０分枠／週 

広告宣伝のメリット（今年度の広告・広報スケジュール） 
今年度は、ラジオ番組や読売新聞などで、自社の商品が紹介されます。 
約500万円程度(試算値）の広告費が節約になります。 

30 
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他の制度への対応 
○米国EPEAT (Electronic Products Environmental Assessment Tools） 

  ゴールド認定を狙うためのポイントの一つとして利用。 

電子製品の環境パフォーマンスツール。米国の公共調達要件となっている。必須項目すべ
てに対応するとブロンズの認証が得られる。任意項目の適合数によってシルバー、ゴールド
の認証となり、第三者認証によるLCAの実施が任意項目の一つに挙げられている。 

EPEATとは 

○欧州 環境フットプリント対応への準備として、データ整備を行う。 
○日本 容器包装リサイクル法の 
      「プラスチック製容器包装再商品化製品の高度な利用」の
評価において「加点評価」（高度な利用重量が10%増）」を受けられ
る。 31 
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世界及び周辺動向 
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世界各国の動き 

33 
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欧州環境フットプリント スケジュール 

Galatola M (2013) Building the Single Market for Green Products (SMGP) 

• 2013年4月9日 「環境配慮製品の単一市場構築(SMGP)」の公式採択 

• 2013年5月29日 欧州パイロット事業の設立 

• 2013年7月26日 第1期パイロット事業申し込み締切り（食品・飲料以外） 

• 2013年10月/11月 パイロット事業の開始 

• 2014年はじめ：第2期パイロット事業の開始（食品・飲料含む） 

• 2014年4-6月 検証プロセスのテスト開始 

• 2015年4月 コミュニケーション方法のテスト開始 

• 2016年10月末 パイロット事業の終了 

• ～ 結果の分析および将来の政策活用に関する決定（必要に応じ） 

*SMGP: Single Market for Green Products 

2013年5月17日時点 
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環境フットプリント 

「分野別ルール(PEFCR)」開発時の要求事項 

PEFCRは、既存の国際的なPCRガイダンス文章との整合性を
取ることが望ましい 

既存のPCRガイダンス文章とは？ 
→国際PCRガイダンス作成イニシアティブを指しているのか？ 

米国関係者が中心となり、PCR作成
ガイダンスを構築。44団体から55人
が参加。（日本からはJEMAIから3名
がレビュアーとして参加） 

ドラフト時においてはPCRを英語にするこ

となどが定められていたが、意見提出な
どを経て、最終版では表現が弱められ
た。 
最終版では、CFPプログラム・エコリーフ
（JEMAI）との大きな違いはない。 
ただし、PCR原案の公開コンサルテーショ
ン期間が30日、複数利害関係者参画によ
るPCR作成など、若干厳しい部分がある。 

35 
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各国の取組 

  
  
 

フランス 韓国 

36 
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日本では 

 

基本方針で「環境物品等の調達に際しては、で
きる限りライフサイクル全体にわたって多様な環
境負荷の低減を考慮することが望ましい」とされ
ている。今年度新しく作られた「プレミアム基準
ガイドライン」ではカーボンフットプリント、エコ
リーフ等の認定製品であることが記載された。 

 
 
川崎メカニズム：市内事業者の環境技術が温室
効果ガスの削減に貢献している量を「見える化」
し、企業が市場で適切に評価される仕組みづく
りに繋げる。 

 

 
経団連・低炭素社会実行計画：電機電子業界で
は、製品によるCO2排出削減貢献量を定量的に
把握、評価、公表することとなった。 

ライフサイクルシンキングが 
政策や企業の行動の中に少しずつ導入されてきている。 

 
 

省エネ性能の向上による住宅・建築物
のゼロエネルギー化支援、LCCM（ライフ

サイクルカーボンマイナス）住宅の評
価、表示の促進を行い、2030年までの
工程表の中で、ライフサイクルCO2の評
価・表示の検討を行うとしている。 
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関連情報 
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LCAソフトウェア（MiLCA）の概要 

＜豊富な国内LCAデータベース＞ ＜最新の環境影響評価手法の搭載＞ 

＜直観的な操作によるケーススタディの実施＞ 

39 
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CFP WEBサイトについて 

『CFP関連規定』 

現在のルール（要求事項
等）はこちらから 

『認定PCR一覧』 
PCR一覧はこちらから 

『CFP宣言認定製品一覧』 

公開済みの製品一覧は
こちらから 

『What’s  new』 
最新トピックスはこちらから 

【URL】 
http://www.cfp-japan.jp/ 
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Thank you for your attention. 


